
 

 

 

 

 

 

 

◆べんきょうを はじめるまえに 

 ◈べんきょうするときは、テレビなどをけしましょう。 

 ◈つくえの 上をかたづけましょう。 

 ◈学校からのプリントを おうちの人に出しましょう。 

 

◆べんきょうじかんと ないようについて 

 ◈１・２年生の めやすは 3０分です。 

 ◈まず、本読みと しゅくだいを きちんとやりましょう。 

 ◈しゅくだいが おわったら、じしゅべんきょうも しましょう。 

 

◇本よみでは… 

 ・国語の教科書、かんなんテキストなど、すらすら読めるよう

になるまで れんしゅうしましょう。 

 ・大きなこえで、ゆっくり、はっきり読みましょう。 

 ・すらすら 読めるようになったら、かいわ文など、気もちを こ

めてよみましょう。 

 ・算数の 教科書も、つぎにべんきょうするところを 見まし

ょう。 

・・・べんきょうの すすめかた・・・ 

１ しゅくだいをしっかりします。 

ていがくねんは、しゅくだいをしっかりすることが とてもたいせ

つです。かならず、しゅくだいはしましょう。（けいさんカードも） 

① 字は ていねいに 書きましょう。 

② わからないところがあったら、おうちの人に聞きましょう。 

③ ノートのしゅくだいは、日づけを書きます。 

④ まちがえたもんだいは、なおしたり もう一どやったりしましょう。 

⑤ どうしてもわからないところは、先生に聞きましょう。 

２ できる人は、じしゅべんきょう 

  ★こくご・ひらがな、かたかなれんしゅう（ことばあつめ しりとり） 

      ・かん字れんしゅう（ドリル、文づくりなど）・作文 

  ★さんすう・計算れんしゅもんだい（ドリル 教科書など） 

   ・文しょうもんだいづくり（しきと こたえも）・長さしらべ    

    

◆べんきょうが おわったら 

  ○べんきょうしたことを、おうちの人に見てもらいましょう。 

  ◈えんぴつをけずり、あしたのじゅんびをしましょう。 

 

 

 

  

お家の方へ  毎日の家庭学習がお子さんの力を伸ばします。 

☆できるだけお子さんの学習に目を通し、間違いを直させましょう。 

☆特に音読、計算カードなどは、印をお願いします。 

☆疑問な点、不明な点、学校への要望（ここがよくわかっていないようだ）

等、お気づきの点は担任へもお知らせください。 

 


